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　記録的大豪雪や新型コロナウイルスを乗り越え、班長さん参加による定期総 　　　　　　 新たに生まれたお子様

会開催を目指してきましたが、令和4年度も書面による議決方式となりました。 　　　　　  にお祝い金をお届けして

　　　　　  います。 対象となられた

　　　　　　　　　会員皆様のご理解と役員のボランティア精神に支え　 　　　　　  方は、区長又は役員まで

　　　　　　　　　られ町内会長1年生は無事2年生に進級しました。赤ち 　　　　　  お申込みください。

　　　　　　　　　ゃんの誕生にお祝い金を! ごみボックスの新設、増設、

　　　　　　　　　修理に全力を傾注してきました。今年度もコロナ、熊

　　　　　　　　　出没、大雪に翻弄されそうですが、平穏無事祈願!! 

　4月２３日、宮の

沢会館において、

１０時より 森永修

監事、菊地弘修監

　　　 夏場の間こそ冬のことも考えた 　　　  元気なシルバーパワーを活用し 事の 両名により

　　　 基本的な安全安心の対策を。 　　　  て町内会活動の活発化を。 令和３年度町内会
冬期間の大雪を想定し、 夏場の間に通 元気なシルバーを対象に、草刈り、ご 一般会計、 除排雪特別会計、資源回収、
学路の除排雪、 歩道の停止線の引き み拾い、除雪やごみステーション管理 公園管理に関する会計書類とその明細
直し、 啓発看板の設置や街路灯の死 など身近な活動を（仮称）爺いの会の 書及び町内会役員職務の執行について
角防止など様々な改善要望を関係官庁 活動として町内会活動の底辺の活動を 厳格な監査が行なわれ、 適正に処理さ
への陳情活動を進めます。 支援し定着させていきます。 れていることが認められました。

　　　 プレイパーク事業の充実化を図 　　　  各区単位での清掃活動を行な

　　　かり子ども会との連携を目指す。 　　　　い環境整備部の充実・強化を。
手作りの遊びを中心に子ども会とプレ  環境整備部の新たな活動として、各

ーパーク事業を合体し、新生児の誕生 区単位で町内一斉清掃を実施し、 町

祝いとともに若い世代を町内会に取り 内会活動の原点として皆さんで参加

込むための事業の柱としていきます。 する政策を進めます。　　　

春の交通安全市民総ぐるみ運動として

4月6日に早朝一斉街頭啓発、11日には

人波街頭啓発を、西町北20丁目交差点

において連合町内会、交通安全協会、

交通安全指導員会等の関係者が、スピ

ードダウンとシートベルト着用と書い

た小旗を持って通勤・通学途上の皆さ

まに交通事故防止を呼びかけました。

新入学・新学期を迎えた児童を登下校

の交通事故から守るため、4月7日から

4月29日、町内の有志数名が集まって 12日の間、宮小付近において、宮の沢

宮の沢490番地付近の市道の両脇に冬 町内会からも数名参加して、交通安全

期間大量に捨てられていたビン、缶、 母の会、交通安全指導員、関係者と連

ペットボトルなどのゴミの収集をお 携し、児童や保護者に対して交通事故

こないました。 防止を呼びかけました。

5/ 3 スマイルサロン宮の沢

5/ 7  会館運営委員会会計監査

5/13 やまべェ健康体操

5/21 会館運営委員会総会

5月役員会

6/ 3 北海道対がん協会がん検診

3/ 1 スマイルサロン宮の沢

3/15 宮丘中学校 卒業式

3/19 3月役員会

3/23  手稲宮の丘小学校 卒業式

4/ 5 スマイルサロン宮の沢

4/ 6  春の交通安全一斉早朝街頭啓発

手稲宮の丘小学校 入学式

4/ 7～12 手稲宮小新入学児童

見守り活動

4/ 7  宮丘中学校 入学式

4/ 8 やまべェ健康体操

4/11 春の交通安全人の波街頭啓発

4/15 連町理事会

4/16 4月 役員会

4/20 北海道対がん協会がん検診

4/22 連町理事会

4/23 会計監査

4/27 生活支援体制整備事業懇談会


